
学校番号 3019 

令和２年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「世界史Ａ」 （東京書籍） 

副教材等 「アカデミア世界史」 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

歴史学習を通して異文化を知り、他者を尊重する態度を身につけよう。 

世界の様々な地域の歴史を相互に比較しながら、人間の営みについて理解を深めよう。 

現代の諸問題の背景を歴史的観点から眺める視点を養おう。 

 

２ 学習の到達目標 

・様々な資料の読解力を培う。 

・現代世界が抱える課題を、歴史的観点から考察することによって歴史的思考力を養う。 

・世界の歴史を、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日 

本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界諸地域の形成過

程について現代との

関わりに留意しなが

ら課題意識を高め、

意欲的に追求すると

ともに、国際社会に

主体的に生きる態度

を養う。 

 

 

 

現代の諸問題を歴史的

観点から考察し、日本

と国際社会の状況を踏

まえながら公正に判断

して、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

歴史的資料を収集

し、有用な情報を読

み取って適切にレポ

ートにまとめる。 

歴史事象に関する基

本事項を、地理的条件

や日本の歴史と関連

づけながら理解し、身

に付ける。 

評
価
方
法 

・学習態度 

・確認テスト 

・レポート 

・発問への対応 

・学習態度 

・定期考査 

・レポート 

・学習態度 

・定期考査 

・レポート 

・学習態度 

・確認テスト 

・定期考査 

・発問への対応 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

第 1 章 ユーラシアの諸文明 

１ 西アジアの古代文明とイ 

スラーム世界の成立 

２ 地中海地域（ギリシア・ロ 

ーマ）の古代文明 

  ３ ヨーロッパ世界の成立 

４ 南アジアの古代文明とイ 

スラーム化の進展 

５ 東南アジア世界の形成 

６ 東アジアの文明（殷から 

元まで）と朝鮮・日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

a: オリエント・地中海沿岸・

インド・中国で古くから文明が

栄えた原因について探求し、現

代に至るまで影響を残したこ

とに関心を高める。 

ｂ：キリスト教や仏教・儒教・

イスラームがヨーロッパやア

ジア諸地域の文明の基調とな

り、今日まで多くの事象に影響

を及ぼしている事を、思想・文

学・日常の慣行や儀礼などの諸

資料を活用して考察し、その結

果を適切に表現できる。 

ｃ：古代ギリシアや中国の歴史

書を資料として活用し、歴史事

象を考察できる。また現代にお

ける文化遺産破壊等を伝える

資料から文化遺産の活用につ

いて考察できる。 

ｄ：古代・中世の文明の学習を

通して、遊牧民と農耕民の関

係、諸地域の国際秩序の形成に

ついて理解を深めることがで

きる。 

・学習態度 

 

・確認テスト 

 

・定期考査 

 

・ 発問への

応答 

 

・レポート 

後
期 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

第 2 章 結びつく世界と近世 

の日本 

 １ 14～17 世紀の世界の 

海域 

 ２ ヨーロッパ主権国家体制 

の成立 

 ３ 世界商業の発展 

 ４ アメリカ大陸の変容 

 ５ アジアにおける諸帝国の 

発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

ａ：14 世紀から 17 世紀にかけ

ての陸と海の状況について関

心を高め、その中での日本の歴

史的位置を考察できる。世界の

一体化とそれに伴うアフリ

カ・アメリカの変容について関

心を高め、現代につながる諸課

題を多角的に考察できる。 

ｂ：「大航海時代」のヨーロッ

パとアメリカ大陸との接触・交

流の結果、ヨーロッパに覇権国

家が成立した原因を考察し、適

切に表現できる。 

ｃ：ヨーロッパとアメリカ大陸

との接触・交流に関する資料を

活用し、アメリカ先住民社会の

・学習態度 

 

・確認テスト 

 

・定期考査 

 

・発問への 

応答 

 

・レポート 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    変貌について理解できる。明・

清帝国と朝鮮・日本との関係、

ムガル帝国・サファヴィー朝・

オスマン帝国の動向に関する

資料を活用できる。 

ｄ：ムスリム商人・中国商人の

活動とその影響について理解

し、「大航海時代」のヨーロッ

パとの結びつきにより世界の

一体化が進んだことを把握す

る。 

 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

第 3 章 ヨーロッパ・アメリカの 

工業化と国民形成 

 １ 産業革命 

 ２ 大西洋革命 

 ３ 19 世紀の欧米諸国 

  

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：18 世紀の諸革命が現代社

会の基層を形成したことを考

察できる。 

ｂ：イギリス産業革命の背景を

世界史的視野から捉え、資本主

義経済が確立する過程に結び

つけて考察し、その結果を適切

に表現できる。 

ｃ：産業革命、及びウィーン体

制下での自由主義・国民主義の

運動に関する資料を活用し、そ

れらの歴史的意義を把握でき

る。 

ｄ：19 世紀欧米における国民

国家の形成について理解し、そ

れが世界に及ぼした影響につ

いて基本的知識を身に付ける。 

・学習態度 

 

・確認テスト 

 

・定期考査 

 

・発問への 

応答 

 

・レポート 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

第 4 章 アジア諸国の変貌と 

近代の日本 

 １ オスマン、ムガル、清朝 

の動揺 

 ２ 東南アジアの植民地化 

 ３ 明治維新と東アジア 

 ４ 中国分割の危機と日本 

 ５ アジア諸国の変革 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：ヨーロッパを中心とする国

際分業体制の形成について近

代世界システム論の視点から

追求し、その状況下における日

本の歴史の特質について考察

できる。 

ｂ：アジア・アフリカにおける、

支配層やヨーロッパの植民地

支配に対する抵抗運動の高ま

りや、近代化の動きについて考

察し、その結果を適切に表現で

きる。 

ｃ：アジア・アフリカにおける

植民地化の過程と、それへの抵

抗、伝統文化の変容について資

・学習態度 

 

・確認テスト 

 

・定期考査 

 

・発問への 

応答 

 

・レポート 



後
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料を活用しながら考察できる。 

ｄ：アジア諸帝国の動向と日本

の近代化について、その過程と

世界に与えた影響について、基

本事項を身に付ける。 

後
期 

地
球
社
会
と
日
本 

第 1 章 帝国主義と世界戦争 

の時代 

 １ 帝国主義の進展 

 ２ 第 1 次、第２次世界大戦 

 

第２章 戦後世界の動向 

 １ 冷戦体制の形成 

 ２ 冷戦体制の崩壊 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ：列強の世界政策により世界

がどのように変容したか追求

し、世界戦争にいたる過程につ

いて関心を高める。 

ｂ：２度の世界大戦について、

戦間期も視野に入れながら、そ

の原因と特徴について考察し、

その結果を適切に表現できる。 

ｃ：世界大戦と戦後の体制に関

する資料を活用しながら２０

世紀の特質について考察でき

る。 

ｄ：１９世紀末からの列強の動

向と世界戦争、戦後の冷戦につ

いて基本事項を身に付ける。 

 

 

・学習態度 

 

・確認テスト 

 

・定期考査 

 

・発問への 

応答 

 

・レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 資料活用の技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


